
 

 

 

 

「よいお年を」 

校長 曾我 泉 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 学校だより             令和２年１２月２５日  

                                           冬休み前号 

渋谷区立西原小学校 

１２月になり、冷え込む日が増えました。クリスマスソングが流れ、店先にお餅がおかれているの

を見て、年の瀬を感じています。忘年会がないのは、仕事をするようになってからは初めてです。  

今年は、今までとは違う年となりました。その中でも、子供たちの前向きな姿や成長がたくさん見

られました。そして、思ってもいなかった新しいことができるようになりました。  

例えば中面に書きました「表現活動に親しむ日」です。舞台上での劇はあきらめましたが、５・６

年生が次につながる道を切り開いてくれました。 

６年生の映画作りでは、９月から入ったタブレットパソコンをおおいに活用しました。台本作りは、

Teams を使って、分担しつつ協同作業で進みました。撮影中も Teams で進捗状況を確認し合いなが

ら、待つ時間を有効に使ったり、準備を進めたりする様子が見られました。今までとは違う、新しい

取り組み方でした。  

新しく切り開いてくれた道は、さらに多くの道へとつながっていくことでしょう。みんなで踏み出

した一歩は、さらなる新しい道へ続いていきそうです。  

新しい年を、今回、みなさんはどのように迎えるのでしょうか。どうぞよいお年をお迎えください。

よい年にしていけるようにしていきましょう。  

６年 鼓笛発表会  

 ６年生による鼓笛の発表会を行いました。６年生

は、高い意識のもと、「自分たちの力を高めたい」

と、練習を続けてきました。音楽にかかわる学習内

容の制限がいろいろある中で頑張りました。  

 当日は青空に、しっかりとしたリズムと音が響き

渡りました。  

 前半の１～５年生の参観の時には、じっと見つめ

る低学年の表情が印象的でした。  

ホーム＆スクールの活用  

 ホーム＆スクールの活用を進めてまいりま

す。１２月には、いくつかのお知らせ文書は、

ホーム＆スクールの配信のみとし、プリントに

よる配布をなくしました。今後は、活用をさら

に進めていきます。  

 １月からは「学校便り・学年だよりのホーム

＆スクールによる配信」もします。次第にプリ

ントによる配布はなくしていく予定です。 



≪新しいことへの挑戦「表現活動に親しむ日」≫  

 今年度は学芸会の年となっていましたが、新型コロナウイルス感染症の関係で、劇を舞台の上で行う

活動はなしとしました。代わりに、５，６年生が、「表現活動に親しむ日」として、何ができるか考え

るところから活動を始めました。  

 ６年生は、全員で一つの映画を作り上げました。  

 脚本作り、撮影、編集等を子供たちが新しいタブレット端末を使って作り上げました。練習の予定を

立てたり、衣装を考えたりしたのも、もちろん子供たちです。さらに、使う場所の交渉や大道具の準備

も行っていました。  

 ５年生は、グループに分かれて映画・合奏・ソーラン節・ダンスに取り組みました。  

 何のために表現活動を行うのか、子供たちが話し合い、目標を立てるところから始まりました。グル

ープの中で相談し合い高めていきました。おうちの方に見ていただくことで、いい緊張感をもって取り

組みました。  

 新しいことへの挑戦は、子供たちの可能性と柔軟性、工夫と互いのよさを知っている仲間であること

などをたくさん示してくれました。今後の活動に間違いなくつながっていく取組でした。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪西原小学校感染症対策 冬休み中のお願い ≫ 

 新型コロナウイルス感染症の感染が広がっているニュースが続いています。冷静に対処できるよう

に、正しく恐れながら、予防対策を冬休み中も引き続きよろしくお願いいたします。  

□毎朝の健康観察（検温、体調の確認）  

冬休み中も健康観察の継続・記録をお願いします。  

冬休み明け１月８日には、１２月分、１月分を提出してください。  

□手洗い  

「こまめな手洗い」の継続をお願いします。  

石鹸を使って、３０秒以上かけてなど、手洗いの基本の振り返りをしましょう。  

□密を避ける習慣づけ  

  人ごみを避ける等、日頃から「密閉」「密集」「密着」を避けるような行動をとるようにしてくだ

さい。  

□マスクの確認  

  冬休み明けもマスクの着用が続きます。  

  顔のサイズとマスクのサイズが合っていない様子も見られます。様子を見て、ご準備ください。  

  マスクを外した時の行動の仕方（マスクを袋に入れる・人との距離をとる・会話を控える）もご

確認をお願いします。  

 

≪タブレットの使い方・タブレット利用の家庭ルールについて相談願います≫ 

 校内では、タブレット端末の活用が広がってきています。学習の道具として、調べることや自分の

考えを表現するため、さらには、友達と一緒に作業をしたり意見交流につかったりと、協同学習にも

活用を広げています。  

 しかし、残念なことに、不適切な使い方をしている例が挙がってきています。  

 これからの社会では、ICT 活用が当たり前になっていくでしょう。だからこそ、今のうちに、情報

モラルを身に付け、自分自身で考えて使えるようになってほしいものです。そうでないと、いやな思

いをする人が出てきたり、ルールや規制がどんどん厳しくなり、使いにくくなったりすることにつな

がりかねません。  

 児童朝会では、タブレット端末は「渋谷区から借りているもの」「学習の道具として使うもの」で

あることの話をしました。各学級では、実態に応じて、やってはいけないことを少しずつ指導してい

きます。  

 

 

  

 東京都では、SNS 東京ルールを決め（平成３１年度改

訂）、SNS の使い方について考える機会を設けました。  

 西原小学校では、９月から新しいタブレット端末が導入

されたことを受け、11 月に「タブレットの約束 西原ルー

ル」を子供たちに示しました。  

 これらを参考に、家庭における使い方の確認をお願いし

ます。どんな使い方をしているか、ご確認ください。  

 

 

  


